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は
る
ば
る
沖
縄
よ
り
来
客

浅
田
改
善
其
他
覗
察

琉
球
政
府
よ
り
一
ヶ
月
の
間
日

本
農
事
改
良
事
業
視
察
の
為
来
日

中
の
生
活
改
良
普
及
員
は
、
山
口

県
で
は
二
個
所
を
視
察
す
る
こ
と

と
し
、
そ
の
一
ヶ
所
に
本
町
浅
田

を
選
び
ま
し
た
。

拾
壹
日
湯
免
温
泉
に
一
泊
し
温

泉
の
情
緒
を
満
喫
し
た
五
人
の
普

及
員
（
諸
見
里
美
代
、
大
城
喜
代

河
野
の
ぶ
、
安
次
富
初
子
、
村
田

綾
子
）
さ
ん
は
早
朝
役
場
に
挨
拶

し
公
民
館
に
お
い
て
「
町
の
現
状

や
公
民
館
の
運
営
に
つ
い
て
」
話

を
聞
い
た
後
、
浅
田
部
落
に
到
着

こ
こ
で
福
江
普
及
員
の
現
地
説
明

に
よ
り
更
に
認
識
を
ふ
か
め
ま
し

た
。生

活
改
善
と
し
て
の
天
日
タ
ン

ク
、
改
善
台
所
、
ク
ラ
ブ
員
の
意

見
を
取
入
れ
て
作
っ
た
改
善
住
宅

創
意
と
工
夫
で
御
自
慢
の
流
し
台

共
同
炊
事
に
利
用
す
る
た
め
栽
培

計
畫
を
立
て
て
い
る
と
い
う
蔬
菜

園
芸
を
見
学
し
、
珍
菓
？
夏
密
柑

を
い
た
だ
き
、
一
た
ん
公
会
堂
に

帰
り
ま
し
た
。
ク
ラ
ブ
員
の
心
か

ら
な
る
手
作
り
の
菓
子
や
昼
の
副

食
を
う
け
グ
ル
ー
プ
の
話
し
合
い

情
報
交
換
を
行
い
、
レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ョ
ｙ
と
し
て
先
般
制
定
さ
れ
た

三
隅
民
謡
こ
湯
免
小
唄
を
踊
っ
て

見
せ
た
所
、
御
土
産
に
習
う
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
熱
心
に
練
習
を

い
た
し
ま
し
た
、
町
よ
り
は
レ
コ

ー
ド
を
贈
呈
し
三
隅
の
踊
り
と
し

て
湯
免
小
唄
が
海
を
渡
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
尽
ね
名
残
り
を
惜

し
み
乍
ら
夕
万
湯
本
に
向
い
、
数

日
後
大
分
鹿
児
島
を
莇
て
帰
島
す

る
由
で
し
た
。

「
進
ん
だ
浅
田
の
色
々
の
も
の
を

見
聞
し
た
の
で
採
用
出
来
る
も
の

は
早
速
導
入
し
た
い
」（
諸
見
里
）

「
天
日
タ
ン
ク
を
台
風
に
い
た
め

ら
れ
ぬ
様
に
考
え
て
是
非
取
入
れ

た
い
」
（
河
野
）
「
自
然
の
恵
み

に
浴
し
乍
ら
農
業
に
生
甲
斐
を
感

じ
て
い
る
三
隅
の
婦
人
青
年
を
見

て
た
の
も
し
く
且
う
ら
や
ま
し
く

思
っ
た
」
（
村
田
）
「
手
近
な
所

か
ら
出
来
る
も
の
か
ら
除
々
に
改

善
し
て
行
く
と
い
う
あ
り
方
の
中

に
日
本
農
村
の
近
代
化
の
息
吹
を

感
じ
る
」
（
安
次
富

）
「
自
覚
さ

れ
た
農
村
婦
人
の
地
位
の
向
上
に

驚
嘆
し
且
グ
ル
ー
プ
の
円
滑
な
る

運
営
に
多
く
の
も
の
を
学
ん
だ
」

（
大
城
）
「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

で
紹
介
さ
れ
た
湯
免
小
唄
の
踊
を

習
っ
た
の
で
帰
っ
た
ら
内
地
の
土

産
と
し
て
紹
介
し
た
い
」
（
安
次

富
．
村
田
）
と
述
べ
た
の
ち
、
異

口
同
音
に
「
一
日
も
早
く
日
本
に

復
帰
し
た
い
の
で
皆
様
の
憫
楞
垣

を
眼
い
ま
す
。
第
二
次
大
戦
の
Ｉ

悲
劇
に
よ
る
焦
土
か
ら
の
物
心
両

面
の
復
興
の
た
め
に
も
、
貧
し
さ

か
ら
立
上
る
た
め
に
も
、
是
非
沺

謾
と
援
助
分・
。頤

’

。
」
と
の

言
葉
を
残
し
て
去
っ
て
行
く
同
胞

を
婦
人
会
長
や
グ
ル
ー
プ
の
人
と

一
諸
に
見
送
り
乍
ら
、
遙
か
に
幸

多
か
れ
と
祈
っ
て
止
み
ま
せ
ん
で

し
た
。

【
写
真
)
右
よ
り
河
長
の
ぶ
、
安

次
富
初
子
、
村
田
綾
子
、
大
城
喜

代
、
諸
見
里
美
代
、
県
係
長
稲
田

絢
子
、

町
政
五
月
の
歩
み

五
月
六
日

嘱
託
員
集
会
、
建
築
委
員
会

開
催

五
月
七
日

湯
免
温
泉
開
発
、
運
営
合
同

委
員
会
開
催

五
月
九
日

教
育
厚
生
委
員
会

五
月
十
三
日

町
民
体
育
大
会
開
催

五
月
十
四
日

臨
時
第
四
回
三
隅
町
議
会
開

催
五
月
十
五
日

招
魂
祭
執
行

五
月
十
七
日

定
例
農
業
委
員
会
開
催

五
月
十
八
日

湯
免
温
泉
新
築
工
事
下
検
査

五
月
二
十
日

湯
免
温
泉
新
築
工
事
引
取
検

査
五
月
二
十
二
日

衆
議
員
選
挙
並
び
に
最
高
裁

国
民
審
査
投
票

五
月
二
十
三
日

湯
免
温
泉
新
築
建
物
引
取
り

完
了

五
月
二
十
四
日
、
二
十
五

湯
免
温
泉
新
築
落
成
式
並
び

に
祝
賀
行
事
挙
行

五
月
二
十
六

経
済
委
員
会
開
催

五
月
二
十
七
日

農
山
漁
村
振
興
協
議
会
開
催

万仝を期し7こい
昭和33年度本町水防計画

本
年

も
出
水

期
が
参
り
ま
し

た
が
、
今
年
の

梅
雨
は
陽
性
型

で
晴
天
続
き
で

あ
り
ま
し
た
関

係
上
、
今
後
局

部
的
に
相
当
な

豪
雨
出
水
が
予

想
さ
れ
ま
す
の

で
、
本
町
に
お

い
て
は
、
水
防

に
万
全
を
期
す

る
た
め
一
般
町

民
の
水
防
に
対

ｉ
る
関
心
を
高
め
、
洪
水
に
よ
る

仮
害
を
最
少
限
に
畄
め
る
よ
う
水

防
法
に
基
き
水
防
計
畫
を
定
め
嘱

託
員
等
を
通
じ
周
知
徹
底
す
る
よ

つ
依
頼
し
て
い
ま
す
の
で
皆
さ
ん

も
尊
い
人
命
、
財
産
を
守
る
た
め

充
分
水
防
の
重
要
性
を
認
識
さ
れ

御
協
力
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ

り
ま
す
。

次
に

水
防
計
畫
に
よ
り
、
水
防

上
特
に
重
要
な
こ
と
が
ら
に
つ
い

て
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

一
、
水
防
非
常
態
勢

町
本
部
長（
町
長
）

第
一
副
本
部
長（
助
役
）

庶
務
班
長

（
庶
務
主
任
）

庶
務
係
全
員

資
材
班
長

〔
土
木
主
任
〕

林
野
係

土
木
係
全
員

第
二
副
本
部
長（
収
入
役
）

連
絡
情
報
班
長

（
庶
務
主
任
）

会
計
係
全

員

現
地
指
導
班
長

（
土
木
技
術
吏
員
）
土
木
係

全
員

第
三
副
本
部
長（
消
防
団
長
）

水
防
班
長

（
各
分
団
長

各
嘱
託
員
）

消
防
団

水
防
団
全
員

（

各

戸

一
人

宛

）

第
四
副
本
部
長
（
消
防
副
団
長
）

住
宅
災
害
班
長

（
社
会
衛

生
主
任
）

社
会
衛
生

係
戸
籍
係

全
員

第
五
副
本
部
長（
消
防
副
団
長
）

土
地
災
害
班
長

（
勧
業
主
任
）

勧
業
係
税

務
係
全
員

二
、非
常
警
戒

常
に
危
険
区
域
を
監
視
し
、
災

害
の
早
期
発
見
に
努
め
、
左
の
点

に
特
に
注
意
さ
れ
、
異
状
を
認
め

た
際
は
直
ち
に
水
防
本
部
に
報
告

さ
れ
た
い
。

１
、
裏
法
の
漏
水
又
は
亀
裂
及

び
崩
壊

２
、
表
法
で
水
当
り
の
強
い
場

所
の
亀
裂
又
は
損
傷

３
、
天
端
の
亀
裂
及
び
沈
下

４
、
堤
防
の
溢
水
状
況

５
、
樋
門
の
漏
水
及
び
扉
の
締

り
具
合

６
、
橋
梁
そ
の
他
の
構
造
物
と

堤
防
と
の
取
付
部
分
の
異
状

三
、水
防
用
設
備

資
材
器
具

資
材
器
具
は
水
防
倉
庫
（
三
隅

町
土
手
）
に
相
当
量
備
蓄
し
て
あ

り
ま
す
の
で
御
活
用
下
さ
い
。

夏期衛生は
梅雨明けの掃除から

町
民
の

皆
さ
ん
農

繁
期
で
ほ
ん

と
う
に
御
苦

労
様
で
御
座

い
ま
し
た
。

田
植
も
一
部

を
除
い
て
は

完
ｒ
し
稲
も

今
成
育
を
初

め
て
居
り
ま

す
。

梅
雨
期
で
は
あ
り
ま
す
が
雨
が
な

く
水
不
足
を
果
し
て
御
心
配
の
こ

と
と
思
い
ま
す
が
一
応
田
植
も
終

り
ま
し
た
の
で
今
度
は
お
互
に
夏

の
健
康
を
守
る
た
め
に
衛
生
に
心

が
け
ま
せ
う
。
そ
の
第
一
番

は
こ
の
よ
い
お
天
気
に

自
分
の
住
ん
で
い
る
家

屋
の
内
外
大
掃
除
は
勿

論
下
水
溝
、
ご
み
捨
場

水
溜
り
、
畜
舎
を
初
め

部
落
附
近
の
ご
み
の
集
積
場

野
つ
ぼ
等
環
境
の
清
掃
を
行
っ

て「
蚊
」
や「
は
え
」
の
い
な
い

よ
う
施
設
の
改
善
を
す
る
と
か
叉

は
薬
剤
の
撒
布
を
な
す
と
か

し
て
住
み
よ
い
き
れ
い
な
家
と
致

し
ま
し
よ
う
。
そ
し
て
こ
れ
を
行

う
に
は

各
部
落
に
衛
生
自

治
会
が
結
成
せ
ら
れ
て
居
り
ま

す
の
で
こ
の
機
関
と
よ
く
打
合
せ

ら
れ
協
力
を
得
て
効
果
的
に
行
う

と
共
に
一
万
各
戸
も
こ
の
行
事
は

自
分
の
た
め
で
あ
っ
て
実
施
し
な

い
と
き
は
他
人
に
及
ぼ
す
影
響
も

考
え
て
洩
な
く
こ
の
清
掃
行
事
に

参
加
し
て
下
さ
い
ま
せ
。
又
部
落

全
体
が
清
掃
日
を
決
定
し
て
当
日

は
全
戸
実
施
し
衛
生
自
治
会
側
よ

り
環
境
清
掃
状
況
を
点
検
し
て
清

掃
必
要
な
箇
所
発
見
の
場
合
に
は

今
一
度
清
掃
す
る
と
か
す
れ
ば
一

層
効
果
的
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

次
に
こ
の
清
掃
と
併
行
し
て
行
う

も
の
と
し
て
は
衣
類
寝
具
畳
等
の

日
光
消
毒
を
行
っ
て
使
用
し

井

戸
水
の
消
毒
を
行
う
と
か
生

水
の
飲
用
を
避
け
て
夏
の
伝
染
病

予
防
に
務
め
ま
せ
う
。

（
町
衛
生
係
よ
り
）

増
産
は
土
を
知
ろ
こ
ｉ
粐
ら

士
壌
断
面
調
査
と
施
肥
合
理
化
運
動

米
麦
作
を
主
体
と
し
た
営
農
形

態
の
多
い
本
町
の
農
家
経
済
の
安

定
向
上
は
水
稲
の
増
収
を
図
る
こ

と
以
外
に
な
い
。
水
稲
の
増
収
技

術
と
し
て
の
施
肥
改
善
は
極
め
て

効
果
が
大
き
い
。
例
え
ば
次
表
の

「
石
当
り
窒
素
施
用
量
比
較
表
」

を
参
照
願
い
度
い
。
普
通
米
一
石

を
生
産
を
す
る
に
は
、
窒
素
一
貫

程
度
を
必
要
と
さ
れ
て
お
る
が
図

表
の
様
に
随
分
無
駄
な
肥
料
を
施

用
し
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
し
、

ま
た
多
く
施
せ
ば
よ
り
多
く
生
産

出
来
る
こ
と
も
お
分
り
と
思
う
。

こ
の
施
肥
合
理
化
を
推
進
す
る

た
め
に
は
自
然
的
条
件
は
も
と
よ

り
土
壌
の
性
質
を
把
握
す
る
こ
と

が
最
も
大
切
で
あ
る
。
こ
の
た
め

本
町
は
五
ヶ
年
間
全
筆
に
亘
り
年

次
計
畫
の
も
と
施
肥
合
理
化
対
策

検
診
調
査
を
実
施
す
る
方
針
で
あ

る
が
、
こ
れ
は
農
家
が
農
家
の
手

に
よ
っ
て
自
主
的
に
推
進
し
て
行

く
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
検
診
訓
査
の
内
容
は
、

水
田
一
筆
毎
に
土
擯
断
而
調
査
に

よ
る
下
層
土
の
性
質
把
握
。
作
土

中
の
成
分
の
程
度
の
検
定
、
慣
行

の
施
肥
状
況
の
調
査
、
等
で
こ
れ

ら
の
調
査
か
ら
施
肥
土
壌
区
を
設

置
し
一
筆
毎
の
施
肥
設
計
を
農
家

自
ら
が
樹
立
す
る
こ
と
で
あ
る
。

施
肥
土
壌
区
に
あ
っ
て
は
、
適

品
種
の
確
認
、
各
種
肥
料
の
肥
効

確
認
ご
兀
肥
と
追
肥
の
肥
効
確
認

、
栽
植
法
及
び
密
度
の
確
認
、
な

ど
試
験
碓
認
圃
を
設
置
し
土
壌
区

毎
に
お
け
ふ
施
肥
改
善
と
併
行
し

て
技
術
の
総
合
改
良
を
推
遨
し
て

行
く
の
で
あ
る
。

土
壤
調
査
や
試
験
圃
の
設
置
に

つ
い
て
は
各
部
落
毎
に
調
査
班
を

編
成
し
こ
れ
に
当
る
が
調
査
員
は

一
時
的
な
も
の
で
は
な
く
恒
久
的

な
も
の
と
し
部
落
に
お
け
る
農
業

発
展
の
推
進
者
と
し
て
施
肥
合
理

化
に
件
う
助
言
指
導
ま
で
も
行
う

も
の
で
あ
る
。

本
町
に
お
い
て
は
昭
和
三
十
二

年
度
に
滝
坂
、
も
み
の
木
、
上
中

小
野
の
三
部
落
で
土
壌
調
査
を
行

い
、
施
肥
設
計
を
樹
立
し
実
践
促

進
し
て
お
り
今
後
は
成
育
状
況
の

調
査
や
収
穫
後
は
施
肥
の
検
討
会

を
開
催
し
更
に
翌
年
の
施
肥
設
計

を
今
秋
中
樹
立
す
る
等
、
施
肥
改

善
に
つ
い
て
研
究
グ
ル
ー
プ
が
芽

生
え
よ
う
と
し
て
お
る
が
、
農
家

が
施
肥
合
理
化
の
知
識
を
得
て
農

家
の
手
に
よ
る
施
肥
対
策
検
診
調

査
、
施
肥
設
計
の
樹
立
な
ど
が
農

家
の
自
主
的
行
動
に
よ
っ
て
進
め

ら
れ
た
こ
と
は
「
考
え
る
農
民
」

と
し
て
の
進
歩
も

意
義
深
い
が
営
農

改
善
の
上
に
お
い

て
一
層
の
発
展
が

期
待
出
来
る
。
本

町
と
し
て
も
県
の

施
策
に
副
い
本
事

業
を
強
力
に
推
進

し
た
い
の
で
未
実

施
の
部
落
に
あ
つ

て
は
主
旨
を
理
解

さ
れ
て
実
施
さ
れ

る
様
希
望
し
て
や

み
ま
せ
ん
。

危
い
「
パ
ラ
チ
オ
ン
危
害
防
止
」

撒
布
後
の
七
日
間（
水
稲
二
化
螟
虫
防
除
に
）

本
年
は
六
月
二
十
五
日
か
ら
六

月
末
日
ま
で
を
防
除
適
期
と
し
て

全
町
一
斉
に
パ
ラ
チ
オ
ン
粉
剤
と

共
同
撒
布
を
実
施
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
薬
剤
は
人
畜
に

対
し
て
も
毒
性
が
強
く
之
が
危
害

防
止
に
最
善
の
努
力
を
払
っ
て
い

る
が
幸
い
本
町
に
は
大
し
た
危
害

者
が
な
く
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る

然
し
乍
ら
全
国
的
に
は
毎
年
相
当

数
の
危
害
者
が
続
出
し
て
い
ろ
実

情
か
ら
こ
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は

一
別
肌
重
を
期
せ
ね
ば
な
ら
な
い

撒
布
に
あ
た
り
て
は
左
記
を
充
分

注
意
し
て
頂
き
本
年
は
一
人
も
危

害
者
が
な
い
よ
う
に
致
し
ま
し
よ

う
、
一
、
道
路
通
行
申
は
撒
布
を

一
時
中
止
す
る
こ
と
に
し
て
い
る

の
で
こ
れ
を
確
認
し
て
か
ら
通
過

す
る
こ
と
。
二
、
撒
布
後
の
区
域

に
は
赤
旗
の
標
識
を
し
て
い
た
の

で
撒
布
後
七
日
問
そ
の
区
域
に
人

畜
は
立
入
ら
な
い
こ
と
。
三
、
撒

布
の
際
は
附
近
の
家
の
窓
を
閉
め

井
戸
に
萓
を
す
る
と
共
に
風
下
の

畜
ふ
員（
鶏
介
）
は
必
ず
覆
を
す
る

こ
と
。
四
、
撒
布
区
域
及
び
そ
の

附
近
の
野
菜
生
茣
等
は
撒
布
後
少

く
と
も
二
週
間
人
畜
に
給
与
し
又

は
採
食
し
な
い
こ
と
。
五
、
撒
布

区
域
及
そ
の
附
近
の
水
を
人
畜
に

給
与
し
な
い
こ
と
。

習
う
よ
り
も
な
れ
る

明
年
一
月
一
日
か
ら
メ
ー
ト
ル
法
に
統
一
さ
れ
る
。學
校
も
家
庭
も
今
か
ら
メ
ー
ト
ル
法
へ
切
替
え
よ
う

梅
雨
と
子
ど
も

体
は
清
潔
．食
物
ｒ

心
注
意
「
は
え
」「
か
」
を
駆
除

【中村部落共同炊事】
受取りは子供さんの役目

【
同
配
給
棚
】
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